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日本国際秘書学会 第 9回 研究大会

能
盛
欝 対一！！！！一！！！！！議

第 9回 総会 ・研究大会東京にて開催

郊鱗    鶉
ました。

大石 繁副会長による開会の辞、西澤員紀子会長挨拶 (内容次頁
掲載)、 山口幹雄大会運営委員長挨拶に続 き、午前中は油谷純子会

讐塁特P器 噛誓誕発課森蚤毯雛 り

｀

済聟忍禄然醤森夏森デ=ラ 全り
サルタン ト)、島本み どり氏 (東邦学園短期大学教授)の 報告の後、
会場からのベーパーによる質問に対 して各報告者から回答があ りま
した。

研究大会終了後、同会場で懇親会 (司会:荒川恵美子会員)が行われ、この場においても発表者
・会員間の闊達かつ有意義な意見の交換が行われました。

P . 2  第 9回研究大会会長挨拶 西 澤長紀子会長
P.4‐5研 究発表内容抜粋 シ ンポジウム報告抜粋

P.3 2000年通常会員総会議事録 (抄)

P.6 2000年度第 2回 理事会兼役員会議事録 (抄)2000年 度第 1回理事会兼役員会議事録 (抄)
P.7 1999年度事業報告 ・収支決算報告 2000年 度事業計画 ・2000年度収支予算書 会 員の声
麹 年 度異動記録 役 員選挙管理規則 新 刊情報 会 長募集

出日幹雄大会運営委員長
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第 9回 研究大会 会 長あいさつ
2 0 0 0 (平成 12)年8月 26日 (土)

会 長  西 澤
第 9回 研究大会の開催にあた リー言ごあいさつ申しあげ |

ます。まず,本 国のために周到な準備をして くださいまし
た大会準備委員長・山口幹雄先生はじめ委員のみなさまに心
から感謝いたします。

員 紀 子

さて,日 本国際秘書学会は,本 年で設立か ら満 8年 を迎
えました。児島晃名誉副会長の発案に,中 村巳喜人名誉会
長,亀 山和夫前会長,内 崎以佐美前扇J会長そして私が発起 ‐
人として加わ り, 1 9 9 2年 6月 に日本国際秘書学会を設
立。早速その年の 12月 には,大 手前女子大学 (現・大手前
大学)で 第 1回 研究大会を開催 しまして,研 究大会は,今
年

百腿 絶 繁 乳ま

t洗

挽 半ts9時 の 呼 鑓 基 11:
準の大綱化」,つ ま り高等教育機関における教育内容の大幅 |1鉾

な規制緩和が実施され ,大 学 ・短期大学における職業教育の ・
料:

充実が強 く求められるようになった翌年のことであ り,秘 書教育そのものも,い よいよ実のあ
る内容が求められる時期でになつてお りました。その後,男 女雇用機会均等法施行や不景気に
よる雇用情勢の悪化に伴ないまして,教 育界では 「秘書教育」から 「ビジネス教育」へ重点の
シフト〕言いかえれば,全 般化現象あるいは反専門化現象が見られるようにな りました。

一方,実 務界では,高 度情報化に伴なう組織のフラット化や,国 際競争を勝ち抜 くために不
可欠のコーボレー トガバナンスの強化などの要因から,経 営における秘書の重要性がいや増 し
てお ります。このことは,企業だけでなく専門職の間にも同様の認識が広まりつつあ りますし,
また,立 法や行政,あ るいは医療や福祉など,公 けの利益の実現のためにも秘書の有用性が,
高い評価を得るにいたってお ります。事実,1997年 には 「日本標準職業分類」にも 「秘書」
が職業として小分類され,い まや秘書が職業として定着 しています。

私たちの研究課題は,秘 書が今後どのような方向へ向かうのかを見極め,そ のをめに,ど の
ように方向付けを行いぅ秘書機能を強化させていけばよいのかということについての答えを見
つけることです。
秘書の変化の方向性としては,①職務分解による管理機能強化 (定型的な接通業務の切り離

し),②職能の専門化 (パラリーガルなど/企業,議会,行政機関,専門職事務所の管理補佐)
③就業形態の多様化 (組織のフラット化で促進)が考えられます。

本 国は,午 前中に,企 業倫理 ,ど ジネスコ ミュニケーション,職 能の三つのテーマについて
会員か ら報告が行われます。総会を挟んで午後には,外 部機関か らも講師をお招 きして「組織
の変容 と秘書の情報管理」をテーマとした ミニ・シンポジウムが予定 されています。短い日程な
が ら,非 常に充実 した研究大会 となる予感がいた します。皆様 にも,最 後 まで じっ くりと議論
にご参加いただきた く存 じます。(了)

日本国際秘書学会設立趣意書 (1993年6月 13日)
わが国は、これまで独自の文化、商慣習のもとで経済発展を遂げてきましたが、社会の国際化 ,情報

化によって、さまざまな面で革新が求められる時代にな りました。大学教育においても国際化 ・情報化
が必要なことは、申すまでもあ りません。文部省から 1991年 7月 に示された大学新設置基準に職業ない
し実生活に役立つ教育を行うことが盛 り込まれているとお り、実務教育の充実が、これからの大きな課
題であ ります。

昨今、わが国における言語教育は、より実践的なものへと教育内容を転換 しつつあ ります。また、短
期大学を中心とする秘書教育が定着 し、ますます拡充の時期を迎えています。 しか し、それそれの教育
が、その専門分野に閉 じこもったまま分野間の協力が行われなければ、実務教育の成果にも限界があ り
ます。

そこで、言語教育と秘書教育を連携させて実 りの多い実務教育を行うために、次のような目的を掲げ、
日本国際秘書学会 (Japan Assodaはon for lntematonぶSecreta占』 Studies)を設立いたします。

①国際秘書の職能・言語表現に関する研究および教育
②国際秘書養成に関する研究および事業
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2000年 度 第 2

議事録
1.日時 2000年 8月
から約 30分 間

(立少)
2 6国(上)午 前 9時

会場軽階畏曇墨≧
勤労福祉会館(研究大会

柴婆翌‰ 譜響鱈罫場
い。3年 以下の滞納者については,す でに

富督盗子芦盗
'.寧

全あ儒品喜濯亀汽宅急扇
途学科韻資格の継続意志の有無について書

昌奇居官骨嶺磐艦参誓8な ど轡瞥晋啓蓄督
のうえ,次 年度の総会において除籍を決す
る。また,消 息不明者についても同様の扱
いとする。

熱醍 気 讐 蓄 説 晶 蟹 ず だ 増 宕唇予蕎
おいて,昨 年度 と同様の形式で事業報告 を
行い,事 業計画を立案することについて了
解を得ているので,議 案書のとお り提出す
る。

(3)199 9年度収支決算および 2000年度予算

壕ぞだ奏罫猶暫跡糟芦繁脊暫彗ふ電極きを
説明し,了 解を得ているので,議 案書のと
お り提出する。

律
程 滉 嬰 昭 髪 鶏 罪 塁 てき

た理事会案を提出し,今 総会において審議
のうえ,懸案の選挙管理規則を成立させる。
なお,理 事会案は,総 会通知状とともに会
員あてに配布ずみである。

畳登岳暑雪暑段8景畳畳暑富森窒轡唇暑暑
鬼漁垂馨た委ぷ誓憲戴多輸 1名名七
墓客襖妻腎肴千縁菱勲嬰留機望あ玉位載憲
重渚品舎奮撮哲企み2ことと学密F名誉

会
や観 薯 機 温内

壇讐鱗

虐盆督晏冒録βttξ亭雪誓育苔埜督搭算骸
あ富畳二畳室樹揖忌昌恐岳景呂暑長を雪暑
豊豊岳各長員長景辱旨

添
雪畳早雪払曾

会議

議事録 (抄)

:|!宮留 饗
盟憲學医患甲;滸帯:FI野テ審」

1)ら
帽掲『話欝暑暑猛鴫挙格を審査の結果)

た。報告によると年会費の滞納者が多いた

密襖筆騨暫Fい
'3年 以上の滞納者は除籍

留て摺路了碗準繍 単鱗 蕎異署提出
墨皇蒼誇亀轟婿

'次回理事会までに作成し,
③選挙管理規則の理事会最終案が会長か
亀澪然基控逸事聖嚢誓をそ寵盟晏密:次

の

望ど誓地宅係暫軍餐晶勤あ緩盆世香轄婆憂
2日唇[F送蛋ホ習衆揮解娠ぢ密密あ象饗
墨鏡鮮楢鏑現鑑鱗詔亀?ど
系委蟹あ勤墨番養ぜ署握分染晏幾完旨i会負
琶讐父亀警容墨|:ご格姦敦言2脅及あ懇塞
石然雲舎香挨換喜塀芦三星嵩宿登晶喜と湾
馨露倉喬種轡剥菖懇基宅簿ツ:採

決は,2001

稔景ま暑署者影母鳥宮参昌景ごダ丞画案(省4)所属支
馨樫婁号指亀呈兼役員会で決め

た所属支部の登録は,総 会 ・研究大会案内
の返信はがきに記 入 欄を設けて申し込む
ことにする。

鴫 額 躍 盟 盗既 梅 麟 野 |
1編で,現 在印刷中。当初 6編 の申し込み
があつたが,提出されたのは 3編 になった。
今後の対策を編集委員会と理事会で検討す
る。             以 上
平成 12年 6月 4日  記 録 :事務局
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「企業倫理とオフィス活動」 大阪国際女子短期大学 油 谷純子会員
今日、企業は厳しい環境におかれている。特に日本は 1993年から 1995年にかけて ‐

大幅に国としての競争力を失つた。バブルのつけが経済に大きく影を落とし、企業は目
標をなくし右往左往しているように見える。効率一辺倒、もうけ主義が様々な事件を引き
起こしている。次々と起こる企業不祥事は内外から厳しい批判があびせられている。そ
れも不祥事を超こしているのは、日本を代表し、世界でも有数の名だたる企業である。
これまで日本の企業では会社の成果達成のためなら、少々の非倫理的な意思決定や

行動も大目に見られてきた。しかし、アメリカの産業界では企業倫理に関する関心は極
めて高い。企業倫理によって引き起こされる会社のダメージは企業活動全体にとって、
発展を阻害するマイナス要因を引き起こす。したがって倫理的な企業行動は成功するた
めの必要条件であるという認識が行き渡っている。
企業のあり方が今日根本的に問われ、新しい「ルール」のもとでの企業経営が必要に

なってきている。経営者はもちろん、企業の構成員全員に徹底されることが重要である。

「文化とビジネスロコミュニケーション」 大阪明浄女子短期大学 福原英子会員
―  外 国語学習の歴史を顧みると、言語学習と文化学習の間には深い繋がりあったこと

は否定できない。このことは、日本の外国語学習の実情を振り返ってみても明らかであ
る。20世 紀に入ると、特に第二次世界大戦後の世界では、異文化体験が少数エリート
集団に止まらず、一般人による外国旅行経験にまで及んできた。そのような環境下で、

幕1最|ヨ「   菌瞑イE疋寿后チち鯨あ登督茂据繕浮拓弔潜石稲藻髄艶事ど績象して踊島ダジX工あ
メンタリティ(思考と感情)を理解する努力が現代の経営者に求められてきている。

文化人類学者による異文化研究の内容が経営学の分野に適用され、企業組織集団
の中での経営者や従業員の文化的差異を解明する研究が進められてきている。

このような異なる文化的価値基準の原理は各文化目のコミュニケーション様式にどの
ような影響を与えているか。特に英語表現にどのように反映されているか。コミュニケー
ションとしての言語を対象としてその機能分析を主とする上記言語学分野での研究の視
点から英語表現の性質を分析し、ビジネスコミュニケーションヘの適用を試みることが求
められている。ビジネスコミュニケーションの場で求められる言語表現の発想の相違や、
国際語〔英語〕による言語表現の本質を模索する一考察を試みた。

「米 国 にお ける社 内ヨンシェル ジェの役 割 と今 後 の課 題 」 聖徳 大 学
米国経済の好調の波は偶然の産物ではない。デジタル情報技術の劇的な進展により

産業構造の大改革が行われ、企業内で情報の受け渡しをしていた中間層が不要となつ
た。そこで少数のエリート層と多数の非エリート層に二極化という現象が生じ、これが一
層進む結果となつた。

企業は一握りの優秀な社員(ナレッジワーカー 知的労働者)を離さないためにも、金

需 築 懸 鶴 醒 暑欝 暑魯暑1蛋 盈路 鎌 症 率総轟軽
には 6-7人 のスタッフが秘寄業務をおこなつている。
現在、米国では単純な人員削減の時代は去り、新しい労働力の確保の時代となつた。

労働者にとって所属する組織ではなく、自分自身の専門技能の重要性が問われることと
なり、近年一般的になつたコンシェルジェも新しい時代の秘書として期待される。

島田 薫会員

シンポジウム:「組織の変容と秘書の情報管理」報告内容抜粋

「ネット時代 における支 援 業務 の価値 」 岐阜 経 済 大 学 教授  松 島桂 樹 氏
尋や他部門との情報交換等の付帯的な業務を基幹
宣性を向上しようとするのが、支援業務の機能です。
こよつて基幹業務の効率化がはかられ、支援業務は
。しかし、大切なのは付加価値と非付加価値業務の

間での質の高い情報交換を支援する仕組みを提供
旨用によって支援業務はなくなつてしまうのでしょうか。
代替できます。通信業務も電子メールならかなり便
中で行うほうが効率的なようです。
,トワークよりも安く実施できるか、あるいは高い付加
rきます。情報が豊富といっても、欲しい情報があい
現在の rrで は実現が困難でコストが高くつくと考えい
るハイタッチで正確さの情報や、そのリスクについ

十分といえます。
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本的商慣行とアメリカ型(あるいは IBM的 )ルールの両方に対応することが要求さ
れる。従つて、役員を支援する役員秘書も基礎体力としては、両方の常識をわきま
えることが理想的である。

「グループウェアを用いた情報管理」 日本アイ・ビーロエム僻秘書室

撞雛をi麗饗爾瑠騒ン 談鍋働盤異釜
)企業慣行との整合性を図るべく永年の

経営努力もあって、現在一般にはほとんど日本企業との認知を受けていると考え
る。ただ、基本的には本社の経営管理の下にあるため、当社の役員の多くは、日本
社会に対する顔であるとともに、本社との交渉の最前線に立つ必要があり、また日

小渡 尚恵氏

「Eビジネス時代の文書情報管理のあり方…電子文書と紙文書の使い分け…」
株式会社 オ フィス総研 総 合研究所チーフコンサルタント 村 岡正司氏

夢鑑謝評鼎雅皆う経縫摺雛
換景揺母詔乾島返玉豊号雛啓畳吾曇曇盈岳贅う塞

泌 暑極鑑 懃 題
骨縄 疑 鑓 溺 縄 墨 ス學

要となる。
電子文書管理の課題と紙文書の役割はどの様になるのであろうか。紙文書と比較

した電子文書の問題点として挙げられるのは、電子文書の長期保存の課題とその対
応策であろう。記録媒体としてまた情報活動における紙の役割は保存性、一覧性な

ど今後もその重要性は変わらず、電子文書が紙文書に変わりうる物でなく、紙文書と電子文書の優位性を比較した
上でペーパーレス時代の紙の役割と電子文書の使い分けが求められる。

「韓国企業の組織変容と経営情報」 東邦学園短期大学 島 本みどり氏
グローバル化時代における韓国企業組織の全般的な変化として、フラット化したこ

ととその結果として意思決定が迅速になつたことが挙げられる。また、プロジェクトチームを作ることによって即応性、柔軟性が増した。組織変容については、経済危機
を大きな要因として韓国企業は日本型経済組織と財閥系経済組織に三分されたと

飛致繁難品縮新磐舞踊嚢畿朝 製弊譜鮪を
みるという秘書部門の変容を見受けること,
であり、グ回―バル化に対応するためIMF下での財閥の解体が実施された。
経営情報の公開と情報管理はヨンピュータ化しており、経営情報は①組織運営状

盟護をぷ黎瞥〒勢ぢ諮唱朝畢震訪母
〕が大切なので、ケーススタディから入る

ことが重要であることを指摘したい。

．奄
ギ

斡

☆
幾 携攣 署霜基紫

:舶・皿W的 イ鋼呼期 弱のインフォ
☆
蓬森愛詔唇乳ぷ者整詠昏経予晶a濫蓄話会長て言齊早ゑ痛嘱々鑑 ダさ

い。
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2000 2

議事録
1 .日時 2 0 0 0年 8月
から約 30分間

Ncwsiettcr NQ 12

(也少)
2 6日(土)午 前 9時

2000

議事録
1.日時 2000年 6月 4
2.場所 東 京私学会館
3,議題

(立少)

甲;舟常1尋 学者好 審 」

蚕

会裂弔 階及曇墨≧
勤労福祉会館(研究大会

鰐樫軽断 矯島灘 罫場い。3年以下の滞納者については,すでに
富塚盗子汗峯

'.聟
全あ儒品署胆ら∴毛&扇

途学科韻資格の継続意志の有無について書

昌奇居宮骨密磐暑畳誓8な ど彊瞥瞥啓薩瞥
のうえ,次 年度の総会において除籍を決す
る。また,消 息不明者についても同様の扱
いとする。

舗留坑      だ 増行唇言語

燦ど得毒誘啓房宅予轟翼望あと塩丁提こ手
る。

(3 ) 1 9 9 9年度収支決算および 20 0 0年度予算

督;督ξま        蟹畳轡喬を
律塊罪雪蕎誕翼震蟹

寸
帽築懇罪墨てき

ぱ責着難鑓翻罷縄醒
窒域セ溝露牟季鱗そ窃含炉

知状とともに会

暴暑暑脅Z段ン号講整置雷吊昌
品漁柔馨た録厳誓聾薯r輸 垂吊名七

魯暑含魯魯『i雪暑]eを3富宮i密讐昌
催橘提蟹離桑

濯研壇讐臨請程

居盆督晏暑録βttξ亭雪盲首苔答督搭算骸
あ富富I昼嚢督揖忌昌魯:景呂暑長を雪暑
豊魯縁4長良軍景辱旨

添
畳畳早雪払曾

会議

1)入退会者の審査について

次ゐ含呂む憲義さ就揖含
届を審査の結果,

た。報告によると年会費の滞納者が多いた

密襖罫智暫Fい
'3年 以上の滞納者は除籍

雪彗ヽ卓
子          |

③ 選挙管理規則の理事会最終案が会長か

亀轡然基控鐘事馨嚢ぞこそ寵盆晏を:次
の

製ど響地宅察壇寧蟹晶勤あ擦条世蒼轄塞憂
2官雷EF塔妄ふ密衆循解娠ぢ省薪あ象饗
墨墨こ増F景富墨赫 鑓異緑鋸義ダ背亡
黒委笙あ勤塁審香ぜ署握分染晏幾完欝会負

景富督昌富8晶:言H言2暑倉昏雷:E告
警露倉喬種轡剥言患基宅岩旨:採

決は,2001

愁景塩暑螢香会景畳豊昌景ごメ丞画案(省
4)所属支部の登録について

1999年度第 5回 理事会兼役員会で決め

あ整層悪諜曾語雲
は
大檎含姦腎ぞ杏e衰懇

ことにする。5)捨
畿冬覗名易晶沓盗塊弓捻毛堺聟ヂ宮|

1編で,現 在印刷中。当初 6編 の申し込み

容稜ある察    哲 異繁梶静
る。             以 上

平成 12年 6月 4日  記 録 :事務局
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1999(平成 11)年度事業報告      2000(平 成 12)年 度事業計画

1.事業年度
1999(H。11)年 6月

月 31日 まで
2.事業概要

2C100(H.12)年8月

1日 から 2000(H12)年 5

1999(H.11)年 8月 21日第 8日 研究大会開催
大会開催幹事校 :日本大学国際関係学部   ・
大会運営委員長 :小林 通
1999(H ll)年 8月 15日研究年報第 6号 発行
1999(H.11)年 10月 1日ニュース

｀
レターNo。10発行

1999(H.11)年 10月 16日東海支部研究会開催
2000(H.12)年 2月 26日 関西支部研究会開催
2000(H.12)年 4月 19日ニューだレターNo,11発行
2000(H.12)年 5月 13日東海支部研究会開催
3.役員会
1999(H ll)年 6月 19日

第 1回理事会 ・役員会 (名古屋)
1999(H.11)年 8月 21日

第 2回 理事会 (静岡・三島)
1999(H。11)年 9月 25日

第 3回 理事会 (書面)
1999(H.11)年 12月 4日

第 4回 理事会 ・役員会 (東京)
20CXl(H.12)年3月 29日

第 5回 理事会 ,役員会 (東京)
4.各種委員会
研究大会準備委員会 必 要のつど開催
研究年報編集委員会 必 要のつど開催

以上

1999(平 成 11)年 度 収 支 決 算 報 告
(1 9 9 9年6月 1日 から20 0 0年5月 31日)

注

円

収 入 支 出

前年度繰越金
会員年会費

(個人会員)

(賛助会員)
預貯金利患

研究年報発行費

(印刷費)

(諸経費)

(郵送費)
通信費

消耗品費
会議 ・会合
次年度繰越金

(郵便貯金)

(銀行預金)
(現金)

607,166

484,500

(454,5tlCl)

(30,OCXl)
325

396,020

(285,600)

(14,038)

(96,382)
84,432

18,549

44,764

548,226

(316,371)

(226,247)
r 5.608ヽ

1,091,991 1.091.991

第 8回 研究大会 計報告 (収支 478,CK10円
は含まれない。
監査報告
上記収支決算書は正確であることを認めます。

監事 :油谷純子 (印)青 木雅幸 (印)

2 0 0 0 (平成 12 )年 8月 26日
1.事業年度
2 0 0 0 ( H . 1 2 ) 年6 月 1 日から 2 0 0 1 ( H . 1 3 ) 年5
月 31日 まで
2.事業概要
2000(H.12)年 6月 30日研究年報第 7号 発行
2000(H12)年 8月 26日第 9回 研究大会開催

大会開催幹事校 :聖徳大学短期大学部
大会運営委員長 :山 田幹雄

2000(H12)年 10月ニュース
｀
レターNo.12発行

26ol(H.13)年 4月 ニュニス
ド
レターNo 13発行

3.支部会

各支部において 1,2回 程度開催 (プロジェク ト
研究活動は別途)
4.役員会

理事会 5回 程度開催
役員会 理 事会と兼ねて 4回 程度開催
5.各種委員会

研究大会準備委員会 必 要のつど開催
研究年報編集委員会 必 要のつど開催

2000 (司「局見12)
( 2 0 0 0年6月 1日 から

以上

年 度 収 支 予 算 書
2001年 5月 31日 )

前年度繰越金
会員年会費

預貯金利息
研究年報発行費
通信費

消耗品費
会議 ・会合

予備費
次

注)会 議 ・会合費には,研 究大会そのほか研究会
開催のための助成金を含む。

「V O I C E (会員の声)」は、
研究や会員相互の交流を目
的とした自由貸出欄です。
有意義にご活用下さい。今
回は以下の情報を提供いた
し

体験発表から仕事のヒントを得よう。
○他社の秘書の方々と交流を行い課題解決の糸田
をつかもう。

会期 :2000年 11月 17日 (金)1位oo～ 1■45
会場 :千里ラ・イフサィエンスセンター

対象 :企業 ・団体の秘書部門の方々、秘書的業務
にたずさわる方々、秘書教育にたずさわる方々
参加料 :JAISS会員は 23,000円(一般 32,000円)
参加申込 :」 MAマ ネジメントスクール

Tel,06-6261-7151  Fax:06-6261-5852

548,226

700,000

300

450,000

ltXl,000

20,0側

150,000

50,000
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